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面 白由研究
明治期長野県の小学校における休業日の制度化過程
ーと1樹木と長期休業による学校時間借造の形成-
筑波大学水本徳明
1 .本論文の課題と方法
現在月 1@!の学校週 51ヨf!~IJが社会的な注 iヨを集めているが，周知のように，現在の学校の休業
日の制度は明治期に導入されたものであるO 日曜休，土曜半日休，夏季，冬季，春季休業，祝日
という学校教育のリズムを形成している休業日の制度は，現在ではルーティンイとされとくに問題
として自覚されることが少なく，それだけ我々の経験と意識のなかに深く浸透@定着していると
いえるが，元来， 日本における教育にとっては外来のものであり，その導入は人々の経験と意識
のなかで葛藤を生じ，いやがおうでも意識に一上らざるを得ないものだったはずである。
大日本教育会の子になる間t新前東京私立小学校教育法及維持取調書j(1892 : 39-41)によれ
ば，寺子屋の休みは一般的に毎月期日・ 151ヨ・ 25日 (i三日」という)， 12月17日から 1)~ 161ヨ
(長休)， 2月初午(初午休)， 3月21ヨ・ 3日・ 41三1(節句休)， 5)~41ヨ・ 5 日・ 61ヨ(節句休)，
7月6日・ 71ヨ(節句休)， 7H131ヨから16日(盆休)， 9)~ 8日913 (節句休)，席書後 1"-' 2 
13，鎮守祭礼休 2"-'31:， I即時休(師家の冠婚葬祭なと)であった。ただし， 2月初午及び「三
日」については半日あるいは早仕舞いの場合も少なくなく，また， 6月 i日から 7月末日は半日
休， とくに土府中は早仕舞いが一般的であった (c¥ずれも!日暦)。さらに生徒が勝手に半日休あ
るいは早仕舞し 1することも多く，午後の出席は 2"-'3割減，甚だしい場合は過半減少するとし，
その最大の原因は習字のみを尽的とするので，親も長時間の練習を効果的だとは考えない点にあ
るとしている。 (1)
ところで， Connely et. a1. (1990)によれば、，休業日等によって形成される学校の時間サイク
ルは，学校を取り臨む文化的・歴史的コンテクストを反映しつつ学校自体の文化的・歴史的コン
テクストを形成し，教員の経験認識の枠を提供し，カリキュラムのサイクルとなり，学校におけ
る規範の構成にもかかわっているという。すなわち，学校の時間サイクルは学校と社会との関係，
学校の文化的構造，内部の当事者の意識形成，教育内容・規範の構成にかかわっているというの
である O だとすれば，我が留の近代公教育成立過程における近代的・国家的時間サイクル (2)の
導入は， これらのi認で大きな転換をもたらすものであったであろう。
日曜休及び長期休業についていえば， まず学校教育制度を通じてお:会への導入と定着が図られ
たということができる。後述のように，社会一般に対して日曜日が休日とされたのは1876(明治
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9 )年3月であるが，学校に対してはそれ以Wijに導入が図られていた。また，暑中休暇の初めは
1870 (明治3)年の大学南校の例であり，宮吏に暑中休暇が与えられたのは1873(明治6)年以
降である(石井1iJf堂:1944 = 1969 : 1263-66)。それは，外国人教師の持つ習慣に合わせる必要性
に端を発し，全国的な休日・生活リズムの統一，民衆生活の，~目イヒ=欧化へとつながるものであっ
た。大藤時彦(1979)によれば，明治初期には休日がまちまちであり，その統一を求める投書が
新聞に載せられたりしたという。また，休日・祝日の統i!lIJや新総の導入が，民衆の習俗的な生活
リズムとそこに込められた価値を否定し，掘り崩すものであったこともしば、しば指摘されるとこ
ろである。
ただし，一般民衆とりわけ農村においてこれらの休日の制度が容易に定着しなかったのも事実
である。そこには神事や仕事の節目とかかわった習俗的な休日の仕組みが存在し，旧踏の使用と
もども根強く残存した。宮田登(1984)によれば，近世の農村史などには休み日という表記は少
なく， I遊iヨ」とされており， I休むことが却世俗的世界からの離脱を意味した。Jそして時代が
下ると遊日の増大化の表示として「不Il寺の遊日」とか「願遊iヨ」が見られ， I遊iヨj が If1l1事の
認識を弱めつつ，人遊びの日の意味を顕在イとしてし 1く。Jそして，I浩二者たちが『遊びJを生活Il寺
!習のなかに自主的にデザインして， これを休日に位置づけようとした意識は十分に留意すべきJ
であるという。
明治政府によって行なわれた休日の統制は， こうした習俗的・自主的な休自の仕組みの抵抗に
合いつつ，それを変容させるものであった。鶴巻孝雄(1992: 251)によれば，文明開化期の民
衆に対する強権的な教導(抑圧)は一時的なものであり，国家が差し出す価値のなかに民衆の生
活と精神世界が整序されてしまったわけではないが， I時代の価値の対極に，決して評価される
ことのない時代の陰としておとしめられたのでありJ，そこに文明開化期が民衆の生活と精神に
もった決定的ともいえる重要性があったという。
こうした習俗的・自生的な休日の仕組みとその伍値の否定・変容のいわば挺子となったのが，
学校の休業日む統制であると考えることができる O それは， 日本における近代学校の時間自体を
構造化するとともに，それを通じて民衆の生活リズムにインパクトを与えていった。本論文はそ
うしたプロセスの一側面を描き出そうとするものであるO ここでは社会一般や民衆生活の変容自
体を扱う余裕はないが，いわばその前段階として， 日曜休と長期休業による学校時間の構造化の
プロセスを解明することとする。確かに近代的・国家的時間サイクノレは大学を初めとする官立学
校から導入された。しかし，小学校は民衆の生活・習俗とi翠家によって形成される公教育制度の
接点であり，そのプロセスをダイナミックに捉えることができると考える。とくに長野県は近代
公教育制度の確立に非常に積極的に取り組んだところであり，その過程で農村の生活・習俗と学
校の新しい時間構造との関係を捉える上で適切な対象であるとも考える O
以下では，まず国及び地方の諸規則を通じて日曜休及び長期休業， とくに夏季休業と農事休業
が制度化されるプロセスを跡付ける。そのプロセスはほぼ明治の前半期に対応するが，長期休業
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については諸規則による制度形成が明治後半期にも及んでおり，それをも対象として含む。次に
日曜休及び長期休業が制度化され定着するなかで，それにどのような意味や役割が付与されてい
くのかを見る。 明治後半期においてもとくに長期休業については，各学校においての扱いにかな
りの差異や変動が克られるが，それが一応学校教育制度の本質的な仕組みとして安定的に受け入
れられ，教育的な意味づーけをされるようになる。学校における休業日の扱いや捉え方を見るなか
でそれを明らかにする。そして最後に，以一上をまとめて学校のiヨi曜休@長期休業制度化プロセス
の歴史的局面について考察することとする。
2. 日曜休と長期休業の制度化過程
(1) 日曜休の制度化
幕末期，例えは1868(慶応4)年 l月に改正更新された昌平坂学問所の「学問所修業次第Jに
よれば，素読所は五・十の日，復活J所は一・四・六の日，初学所は四・九の日をそれぞれ休日と
している(国立教育研究所:1973-74 : 3 : 73-4 )。また，長崎海軍伝習所のように週 7日制-
FJ曜休告1]を採るところもあったが(向:116)，それは外国人教郁の存在によるのであり， ごく例
外的であった。
表lは日曜休と長期休業の制度化にかかわる政策を整理したものである。政府ーの政策と関連さ
せながら，長野県における制度化過程を跡付けよう。
表 1 日曜休・長期休業等に関する政府の政策
月 内容
1872 (明治5) I 9 I I学制j
I 10 I 文部省 I/J¥学教員IJ 日曜休
1873 (明治6) I 3 I 文部省布達第21号 l・6の日休業を定める
5 I 文部省「小学教員IJ改正 1・6の臼休
5 師範学校「上等小学教員IJ制定 1・6の日休
1874 (明治7) I 2 I文部省報告第4号 官立学校の日曜休を報告
1876 (明治9) I 5 I文部省布達第3号 明治6年の布達第21号廃止 日曜休に
1878 (明治11) I 5 文部省「臼本教育令J (教育令原案)
「凡学校ノ休業ハ日曜日ヲ以テ通例トスj
法制局の審議により削除され，教育令にはない
1879 (明治12) 1 9 1 教育令 毎年授業4か月以上
1880 (明治13) I 7 I文部省布達第15号 公立小学校教員IJの書式の l項自として「休業 日
曜日祭日祝日暑1=jJ何月何日ヨリ何月何日マテノ類J
12 I改正教育令授業日数毎年32週以上
1881 (明治14) 1 1 1 文部省「町村立私立学校幼稚園書籍館等設置廃止蹴IJ起草心得」
町村立学校設置に際して「査理」すべき事項(11項目)の一つに「入
学退学ノ規則休日授業料生徒心得生徒罰則寄宿舎規加等ノ事J
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5 t 文部省「小学校教員IJ繍領」 授業臼年間32週以上
「小学校ニ於テハ日曜日，夏季冬季休業日及大祭iヨ，祝日等ヲ除クノ
ホカ授業スヘキモノトスj
1886 (明治19) I 4 I 小学校令
5 I 文部省「小学校ノ学科及其程度 l
「小学校ノ¥ー簡年内凡八週間及日曜大祭日祝日ハ休業スヘシ 但土曜
日ハ午後休業スルコトヲ得」
1890 (明治23) I 10 I 第2次小学校令
「小学校ノ休業ハ日曜日ヲ除クノ外毎年九十日ヲ越エサルモノトス但
徒弟学校実業補習学校補習科等ニ就キテハ此限リニアラス」
10 t 文部省「小学校ノ毎週授業時間ノ fnlJtiNJ
尋常小学校 18~301時間 高等小学校 24~361時間
小学校補習科 4 ~18時間
1893 (明治26) I 1 I 文部省「実業補習学校規程j
「実業補習学校ハ日曜日又ハ夜間タ 1)トモ便宜教授1寺間ヲ設クルコト
ヲ得j
1900 (明治3) I 8 I 第3次小学校令
「小学校ノ休業日ハ日曜日ヲ除クノ外毎年九十日ヲ超ユルコトヲ得ス
但シ補習科ハ此限リニ在ラス 特別ノ事情アルトキハ府県知事ニ於テ
文部大臣ノ許可ヲ受ケAiI項ノ日数ヲ増加スルコトヲ得」
8 1 文部省「小学校令施行規J=!IJ
「小学校ノ休業日ハ左ノ如シ 4祝日，大祭日 二日曜日 三夏季休
業日 四冬季休業臼 五学年末休業日 六其ノ他府県知事ノ定ムル休
業日 前項第三号乃至第五号ノ休業日数ハ府県知事之ヲ定ム」
「補習科ノ教授日及教授時間ハ児童ノ便宜ヲi玄]1)管理者又ハ設立者ニ
於テ之ヲ定ムへシ」
文部省は1872(明治5)年の「小学教員IJで日曜日を休業日とすることを示した (1一日五字
一週三十字ノ課程日曜日ヲ除クJ)。しかし， 1・6の日を休業とするしきたりを持つ一般民衆の
間に日曜休業制を押しつけるのは図難と考えられたためか，翌1873(明治6)年の布達第21号で
1・6のEIを休業とするよう達し， 1小学教員IJを 1・6の日休に対応させている (1一日五時
一週郎四日間二十時ノ課定一六ノ白ヲ除クJ)。こうしたなか，同年 (1日)長野県佐久出張所から
学区取締への達には，休業iヨが次のように示されている(長野県:1985 : 181)。
年中間度ノ祝日
毎月一六ノ日
暑 I~J三 j- [ヨ
十二月二十五日ヨ 1)翌年一月十日迄休暇与相定候事
また向年筑摩県の「開智学校校WJJでは休業呂は次のように示されている(四賀小学校:1974 
21-5 )0 (3) 
紀元節
天長節
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一，六ノ日 大ノ月三十一日ハ此限リニアラス 一月一日ヨリ三日迄
十二月二十九日ヨリ三十一日迄
但シ臨時休暇ハ其時々掲示スへシ
しかし文部省内では， 日曜休を導入しようとする動きがあり，文部省は1873(明治6)年8月
に「諸学校休業日ノ儀，是迄外国人教倒産入有之候分ハiヨ曜日ヲ以テ休業致シ居リ，其他ハ一六
ノlヨヲ以テ休業致シ，区々相成不都合ニモ有之，且一六ニテハ余 1)休暇繁ク生徒受業時間ニ於テ
得失モ有之候問，一般日曜日ニ相定 1~3)支j との理由から学校の日曜休業制の布;達案を正悦に伺い，
翌年3月に認可を受けている。しかし省内に議論が起こったらしく，同月に再び， 1諸学校休業
日一般日曜日ニ相定メ布達可致旨，先般向li¥頃日街i裁可相成候，然ルニ右布達ノ儀吏ニ考案ヲ遂
ケ候蕗，私学私塾等ニ至ル迄総テ改定為致候儀ハ，今iヨニ在テ如何ト被存候1m，先当省直宮ノ諸
学校ノミ日曜日ニ相改メ，一般布達ノ儀ハ見合セ，此旨報告ヲ以テ相示シ可申ト存候」と正院に
j邑け，文部省報告第4号で「諸学校休業従来一六ノ日ヲ以テスノレアリ或ハiヨ曜日ヲ以テスルアリ
而シテ一六ノ iヨヲ以テスル者ハ休業繁ク生徒課程ニ於テ大ニ欠失ヲ生ス，因テ宮立学校ハ者1)テ一
週一日ノ日曜日ニ改定セリJと報告している(倉沢:1963 : 683-仁文部省第三年報)。
この中央の動きに筑摩県は迅速に対応している。即ち同月文部省よりの通報の通り， 1文部省
ヨ1)別紙ノ通リ報告有之候ニ付テハ，当県下各学校休業ノ儀ハ以往日曜日ヲ可相mJと達し，同
年9月のわJ¥学校tlJでは臼曜休を明示している(長野県:1985 : 182)。ただしこの時期には必
ずしも土曜日半日休業ではなし 1。例えば同年の南小河内村有信学校 I[待問自j概表jでは，土曜日
も他の曜日と同様に 5[J寺I'MJ授業としている(箕輪東小学校:1975 : 146)。
それに対し (1日)長野焦では対応が遅く， 1876 (明治9)年3月に日曜休及び土曜半日休業と
することを達した(長野県:1985 : 186司 7)0I弓月改定された長野県師範学校の「下等小学教員IJ
は1・6の日休となっていたが，正誤表をもって日曜及び土曜午後休業とされ， 4月より実施さ
れた(長野県教育史:1972-82 : 9 : 82時 3)。
1876 (明治9)年3月，政府は一般に対し 1・6の日休を廃して日曜休を定め，土曜日は正午
より休暇たるべきことを達した。そして 5月，文部省は 1・6の日休を定めた1873(明治6)年
の布達第21号を廃止することを達し，学校の日曜休を制度的に確立した。また， 1878 (明治11)
年に文部省より政府に一上iわされた「日本教育令J(教育令原案)ではその第7章に「凡ソ学校ノ
休業ハ日曜日ヲ以テ通例トス」とあるが，翌年法制局の審査を経て伊藤博文により元老院に上申
された法制局案「教育令Jではその条項が削除されている(教育史編纂会:1938: 2 : 141-165)。
ただし，上述のように長野県ーについてみた場合，遅速はあるが， 日曜休はそれ以前に制度化され
ていたということができる。
合県 (1 876i~ミ 8 月)後の長野県についてみた場合， 1878 (明治11)年に達した「村洛小学規則J
では土曜全日授業であるが，翌年の「小学教員IJ並定期試験法Jでは土曜半自休の時間表が示され
ている(長野県:1985 : 194-202)。そして1882(明治15)年 1月の I1町村立学校幼稚園書籍館等
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設置廃止規HlJ I~J の「小学校規則起草心得j において年中休業日の中に日曜日と土曜日午後が明
示された(長野県教育史:1972-82 : 10: 174)。学校においても例えば先に触れた有信学校が他
の1校と合併して設立された小河内学校の1882(明治時)年の「設立伺」では土H在日半日休業と
なっている(箕輪東小学校:1975 : 183)。その他の学校のこのころの校WJも!斗械であり，ほぼi明
治10年ころに日曜休及びゴ二Il程半日休の1HljJ支が各学校に定着したと考えられる。
ただし， J~~述のように土曜日半日休と日曜休は必ずしも組になっていたのではない。その具体
的経緯は明らかではないが，筑摩県のように早期に日曜休を導入したところでは，その初期jの段
階では土曜半日休を欠いたこと，また，村落小学のような尋常小学以外の小学校では，土曜半日
休の定着が遅れたことが考えられる。
さらに， 1892 (1珂治25)年長野県が制定した「小学教員IJ並毎週授業時間」では毎週授業時間は
示されているが，それまでのように時間割は例示していない(長野県教育史:1972-82 : 1: 204-
214)。これは前年に文部省が制定した「小学校教員IJ大綱」において各学校で「教授帝国13Jを作成
することが求められたことに対応するものと考えられる o(4) r小学校教員IJ大綱」については，
「学校において，校長，首席[!!I導の責任のもとに，土地の情況にNIJしつつ，取捨増減して車11三!を
作ることがもとめられており，教&IJ大綱にもとづき，統一的な，秩然、とした教授のプランが作製
されることになった」といわれているが(国立教育研究所:1973-74 : 4 : 179)， それまで「概
ね県の例示した時間割と変わるところはなかった」各学校の時間割が多様化する契機となった
(長野県教育史:1972-82: 2 : 263-267)。
(2) 農事休業・夏季休業の制度化
長期休業についても日曜休と同様，官立学校から導入された。すなわち，大学南校が1871(明
治3)年に制定した「大学南校規則jにおいて 6月下旬から 7月下旬の暑中休暇を採用したのが
i璃矢とされる(国立教育研究所:1973山74: 3 : 297)。
小学校の長期休業については，表 1に見るようにそれが文部省の規則等に現われるのは明治10
年代にまで下る。文部省は1880(明治13)年の布達第15号で公立学校教員IJの書式を定めているが，
休業については「日曜日祭日祝日暑中何月何臼ヨリ何月何日マテノ類jを示すこととしているO
そして1886(明治19)年の rIJ¥学校ノ学科及其程度J，1890 (明治23)年の第2次小学校令， 1900 
(明治33)年の第3次小学校令及び同施行規則において，それぞれ表 lに示したような規定を設
けている O 長期休業日が体系的に整理されるのは小学校令施行規則においてであり，明治前半期
とくに10年代は地方あるいは学校レベノレで、の実態が先行していたということができょう。
合県以前の (1日)長野県と筑摩県では，長期休業に対する姿勢が大きく異なっているO 先にも
見たように， (11:1)長野県では暑中30日の休校を認めていた。また， 1874 (明治 7)年 5月に第
14番中学区の学区取締から養蚕，田植え，収穫のため43日間の「暑中休繰替休業Jの伺が提出さ
れたのに対して， これを認めている(長野県教育史:1972-82 : 9 : 35)。そして1874(明治 7) 
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年の「小学条例」では「休暇ハ一六ノ外寒暑十五日宛十二月二十五ヨ')一月 1一日迄年中定式ノ:fJi:
日祭百産神郷社村社ノ祭日及父母ノ祭日ヲ除クノ外休業ヲ許サス 但シ員外生ハ養蚕又ハ田植秋
収等農事緊要ノIl寺ハ願ニ依リテ休業ヲ許スコトアルへシJ(5) としている(長野県 :1985:16-8)。
ザIJえば長野学校は1875(明治8)年に「該地は，泣寒候i習暑中三十自問の休業を十五日間に繰
挙ケ其差を寒1:J(工廻し候儀に而寒暑休暇を;]1]減候事に有之候依之一月十一日ヨリ!可二十五日迄休
日候も是亦本県小学条例に照準仕寒十五日間の休日夜ニ有之候tH'j此段御届申上候也jと届け出てい
るO また神社の祭礼については例えば「当所氏神湯福社祭典候就而者例年通')生徒一向休業被仰
附被下度比段泰願候jのようにそのつど顧し 1出て許可を得ている。さらにこの年には 6月15日か
ら7月5日までの養蚕休業と1月10日から20日までの取り入れ休業が取られている(長野城山学
校:1973 : 227-8)0 1小学条例Jの規定にかかわらず， (1日)長野県の休業日に関する扱いが柔
軟であったことがわかる。
一方筑摩県では， 1874 (明治7)年9月の「小学校WJJで祝祭日と諏訪神社以下3社の祭礼13，
日曜[]， 12月初日より 1月3E:lを「年中休暇定日jとし，暑中休業日を設けていない(長野県教
育史:1972-82 : 9 : 142-3 )。教員の休暇については， 1875 (明治8)年7月に「暑中ニ付七月
二十五呂ヨリ八月十五日マテノ問教授ノ儀午前十二時限タルへク尚七月十一日ヨリ九月十日迄ノ
間ニ教員繰合セ教授差支無之様一人ニ付十日ツ〉可致休暇」と達している (1司:1027)。その後
1876 (明治9)年には，暑 I~J に「該校ノ都合ニ寄教員生徒共同一二日数十日間休暇致シ候不苦候」
と， 10 日ItfJの休業を認めている(同:177-8 )。
裳'1]休業に対して厳しい姿勢を取った筑摩県は，農事休業に対しても厳しい姿勢をとり， 1874 
(明治4)年には， 1農事ノ多↑亡ヲ以テ一旦学事ヲ廃棄jすることは，それまでの勉学を水泡に帰
すことになるので認められないこと，やむを得ない場合は「夜学ノ法jを設けることを達してい
る(同 122)。ただし実際には農繁期の生徒の欠席と学校の休業は避けられず，例えば有信学校
の「明治六年小校日記」では， 4)~ 30日に「此iヨヨ')農事ニ付生徒一同休学jと記され， 5月2
日から151ヨまで休業している(箕輪東小学校:1975 : 127)。
合県後は， 1882 (明治15)年になって小学校における年中休業日の定員iJが作られた。同年 1月
の 1町村立学校幼稚園書籍館等設置廃止規則JqJの「小学校規則起草心得」において，年中休業
日として，孝明天皇祭，紀元節，春季皇霊祭，神武天皇祭，秋季皇霊祭，神嘗祭，天長節，新嘗
祭，諏訪神社，郷社・村社(県社のあるIH}村では県社も)の春祭，秋祭，夏期15日間，冬期15El 
I~J ]， 日曜日，土曜日午後，年末年始(12月25日から 1月10日まで)，定時試業後 1日間が示され
ているO 夏期及び冬期の休業日については期日を特定せず， 1土地ノ情況ニヨリ農事又ハ養蚕繁
忙ノ際休業ヲ要セサルヲ得サル向ハ夏期ノ項ヲ省キ其目ヲ掲クへシ」とし，冬期についても夏期
に準じることとしている(長野県教育史:1972-82 : 10: 174)。
また， 1886 (明治19)年1月の「小学校規出」では，休業定日が日曜自，大祭日祝日のほか，
土曜午後，夏季(8月 l日から31日)，冬季(12月25日から 1月713)，校区の神社祭礼日とされ，
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夏季冬季の休業日を農繁期等に繰り替えるとき，及び臨時休業をするときは郡長の許可を得るも
のとされた(向 11 : 36)0 1888 (明治21)年の向規則改正においては，夏季休業が 7月20日か
ら8月1813に変更されている(長野県:1985 : 233)。
1892 (明治25)年の「小学校学年ノ始終，休業日，入学退学ニ関スル規程Jでは，定時休業が，
祝日大祭iヨ，夏季休業 (8月5日から25日)，冬季休業(12月2813から 1)~ 10日入学年末381苛，
校区の神社祭礼iヨとされ，臨時休業iヨとして，農繁期3週間以内，夏季休業前後各101ヨ間毎E12
1時間以内の短縮，その他休業を要するときとされた。定時休業の繰り替え及び、臨時休業について
は， Il}村立小学校では1}村長において郡長の許可を得るものとされている(長野県教育史:1972-
82 : 11: 214-5 )。
表2 明治後期神城小学校の長期休業
度
農事休業 夏季休業 収穫休業 年末年始休業
;羽 間 日数 思J 出] 日数 期 関 日数 JUi 間 日数
1890 (明治23) 6 /9 ~ 6/20 12 8 /9 ~ 8/29 21 10/17~10/26 10 12/24'"'"' * 〉ド
1891 (明治24) 6/8 ~ 6 /22 15 なし 10/19~ 1l/ 2 15 12/24'"'"' 1/8 16 
1892 (明治25) 6/8 ~ 6 /22 15 なし * 12/25'"'"' 1 /14 21 
[1893 (明治26) 6/9 ~ 6 /22 14 なし * 12/31'"'"' 1/7 8 
1894 (明治27) 〉ド 本 牢 * 
1895 (明治28) 6/10'"'"' 6 /23 14 8 /12~ 8/25 14 牢 一寸12/28'"'"'1 /10 14 
1896 (明治29) 本 なし * * 
1897 (明治30) 6/9 ~ 6/22 14 8/1 ~ 8 /14 14 10/18~10/31 14 12/26~ 1/10 16 
1898 (明治31) 6/9 ~ 6/22 14 8/12'"'"' 8 /25 14 10/18~11/ 1 15 12/27'"'"' 1/10 15 
1899 (明治32) 牢 本 * コド
1900 (明治33) * 〉ド * 牢
1901 (明治34) 6 /11~ 6 /26 16 8/1~8/14 14 10/17~11/ 1 16 12/28'"'"' 1 /10 14 
1902 (明治35) 6/9 ~ 6 /24 16 牢 * * 
1903 (明治36) 6/8 ~ 6 /23 16 8 /12~ 8 /25 14 10/19~1l/ 1 14 牢
1904 (明治37) 6/6 ~ 6/21 16 8/1'"'"' 8 /14 14 10/21~11/ 1 12 〉ド
1905 (明治38) 6/8 ~ 6/23 16 8/7 ~ 8/20 14 10/23~11/ 7 16 * 
1906 (明治39) 牢 * * 〉ド
1907 (明治40) * * 牢 牢
1908 (明治41) 6 /11~ 6/24 14 7 /30~ 8 /19 21 10/11 ~10/30 20 * 
1909 (明治42) 6/8 ~ 6/21 14 8/ 6 ~ 8/26 21 10/18'"'"' 10/30 13 本
1910 (明治43) 6/9 ~ 6 /23 15 8/1~8/21 21 10/24~ 10/30 7 12/19'"'"' 1 /12 15 
1911 (明治44) 6/9 ~ 6 /22 14 7 /28~ 8 /17 21 * 本
1912 (明治45) 6/7 ~ 6 /20 14 8/1 ~ 8 /21 21 10/19~10/29 1 12/28'"'"' 1 /11 15 
注 ・千ql城学校百年のあゆみ編集委員会(1974: 168-203)より作成
・*EI1は史料の欠落等により不明
・このほか，長期休業としては次のような記載がある。
明治26年度 4/1~4/3 県令に基づき学年末休業
明治38年度 1 /22~ 1 /26 大寒につき臨時休業
明治41年度 1 /20~ 1/29 寒中休業
明治4年度 1 /22~ 2/2 冬季休業
明治45年度 2/3 ~ 2 /10 冬季休業
??
?
? ?
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1901 (明治34)年の「小学校令及小学校令施行規則実施ニ!渇スル規程」では，小学校令施行規
則第27条第 l項第3号ないし第5号(表 l参照)に対応して，夏季休業(8月 1日から251ミ1)， 
冬季休業(12月初日から 1)~ 10日)，学年末休業日 6日n立を定め， 1言]6号に対応して，皇后宮御
誕)長，校区の神社祭礼日，農事休業 3週以内を定めている。そして，J芸事休業あるいは繰り替え
休業その他の臨時休業については， 'ï管管雪芸苦r摺恕j者者-又は設立者においてl監~:}五?主主企計'1督i雪7宮宮主庁Tの認可を受受vけるものとし
ている (1向弓 : 12 : 51)0 伊g例;1]えば， I向可年下i高言克iはJ汎jチ升:打i
{休木業を「気候ノ差逢ニヨリ f毎豆年其季節ニ遅速jはあるが， I挿秩Il寺節JI養蚕Il寺節JI秋穫 IJ寺笛'jj
にそれぞれ71ヨ間をとることにしている(向 2: 226)。
以上の経緯をまとめれば，夏季休業および農事休業を認めない状態，あるいは夏季休業を定め
その繰り替えを認める状態から，夏季，冬季の休業とは日1]に農事休業の範囲を定め休業の繰り替
えも認めるという制度として定着し，農事休業及び、休業日の繰り替えについては，その範IHJ内で
実質的には学校の管理に任される体制に到ったといえる。表2は明治後半期における神城小学校
の長期休業をまとめたものである O これを見れば，ほぼ明治30年代頃から休業期間等が安定，定
してくる様子を捉えることができょう。
3. 日曜休 e長期休業制度と学校 e教員
(1) 休業日の制度化による学校時間リズムの形成
以上で見てきたように，およそ明治前半期における日曜休と長期休業制度化は，民衆の生活や
習俗のリズムとの葛藤や妥協を経ながら近代的な学校時間のリズムが形成されるプロセスとして
理解することができる。 1・6の日休と日曜休の葛藤は政府の経験するところであったし，農事
休業が文字どおりそうした葛藤や妥協の場であったことは明らかである。 農事休業は子どもの労
働力に依存せざるをえない農村の民衆生活そのものが要求するものであり，就学意欲が低い条件
下で就学率を可能なかぎり向上させ，学校教育を成り立たせることが第一の課題であった政策側
としても妥協せざるをえない問題であった。こうした問題について 3つの事例を見てみよう。
第ーは安曇君1)堀之内村堀之内学校の教員野n~l政張の事例である O 彼は気概溢れる人物で，当校
にとって「もっとも学患の深い人Jといわれているが， 1878 (明治11)年 1)~ 21日に県令に対し
次のような窮状を訴えて， 2月 l日からの師範支校における学科講習の延日を願い出ている(神
城学校:1974 : 72-3 )。
「生徒ノ振ルハザルコト街i庁に於テモ名簿検査ニテ一目瞭然是レ!琵ヨリ余ノ不敏ノ致ス所ニテ
罪ヲ逃ノレル所ナシ 然、難モ当処ハdJlm積雪ノ僻地ニシテ雪ナキコト毎歳二分ノーナリ 此ヲ以テ
雪消ヨリ雪降ニ至ルノ際農事敏忙ニシテ有志ノ輩モ専ラ学ニ就テ我意ヲ尽スコト能ハズ 栴々雪
積ノ候ニ至 1)テ農事間隙ナリ 此ヲ以テ学齢中有志ノ徒今日ニ至リ漸ク登学シテ我力尽ス事ヲ得
ル 愛ニ於テ余ガ国|極ヲ捨テ奮発勉励シ以テ生徒ノ一層進歩スルヲ得 前日ノ罪ヲj積ハンコトヲ
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欲スj
第二は中野Il汀研智学校の訓導の辞表提出事例二で、ある(I=j:l野小学校:1973 : 74-77)0 1874 (明治
7 )年に研智学校の訓導 2名は「未タ学問j全調ニ至リ兼教脊モ之ニ倣ヒ生徒モ之二次テ進マス此
畢克教員誤診 周旋方ノ不注意ニ帰し候故ニ退ケ熟考スルモflfJ者之短才1!!~識ヲ以テ従事致シ候テ
ハ害アリトモ益ナシ去1]テ其戦ヲ汚シ前途甚タ党束ナク方1]ルニ不平之件刈翠及候ニ付J梓織をl扱い
/1:¥ tこ。それについて訓導と学校世話方の協議が行われ全13項呂の確認事項が成立して和解がなっ
た。その中には勤務 iヨ数による給料の日分割，講習所への出張旅費の支給，変則Il寺l~ë\l の変更，月
毎の取締の巡回実施など教員側の要求も認められたが，教員の学校寄宿1Mのほか「教員休日ニ自
宅へ立越逗留致シ生徒之教育ニ差支度々不都合有之以後可f!=J慎事J，i教員両人之内一人病気与H品
へ休暇致残 1)を，人又病気与n島へ休暇致シ居候吊者全ク之病気ニ而モ〆不服ニ候筒是等者他ヲ不見
合名〉尽力ヲ可被致事」等の位話片側の要求も認められている。
第三の事例は南安曇郡達による正規外休業取締である(長野県:1985 : 222)0 1883 (明治16)
年の向:t:ij)達乙第51号は， i地方従来ノ習慣ヲ追ヒ巳ニ廃セラレタル五節句或イハ孟蘭盆会等，其
他種々ノ名ヲ以テ当日人民家業ヲ休ミ候趣ニ荷リ之候処，其余波小学生ニ及ホシ自然之カ就学ヲ
支江学校モ又之ヲ公認、シ或ハ休業或ハ不就学ヲ許セル趣Jを非難し， i各小学校何定ノ規制ニ掲
載ノ休業!ヨヲ除クノ外徒ニ休校又ハ不就学ヲ公認セサル能ハサル正当ノ理由アルトキハ，委祥呉
状シ当Jl-::ノ指揮ヲ須ルヘキ義ト相心得決テ正規ニ違犯セサルへシjと達しているO
これらの事例は，休業日を制度化しようとする政策側の意図と民衆の生活・習俗との間におけ
る学校や教員のアンビバレントな位置をよく表している。教員は政策的な意図を体して民衆のi苛
に学校の 1)ズムの定着を図ろうとするものであるとともに，自身が民衆の生活リズムを共有する
ものでもあった。あるいは，民衆の伝統的な生活リズムや生活上での子どもの労働力への依存は
非常に強く，制度の末端である各小学校においてはこの時期にはそれを打ち崩す基盤を持ちえな
かったともいえよう。逆にいえば，小学校の休業日についてはこの時期はその制度的枠組みを形
作るところに意義があったのであり，休業日が小学校教育の一環として位置づくにはさらに明治
後半期を待たざるを得なかったということであるO もちろんこうした葛藤などは明治後半期にお
いても見られるものである O (6)しかし，そこでは休業百あるいはそれによって形成される小学校
教育のリズムないしサイクルが教育的意味を付与されるようになり，明治前半期とは異なった様
相を呈するようになるのである。
(2) 休業日の教育的意味づけ
明治前半期においても休業日を教育的な観点から意味づけし，その在り方を考え直そうとする
志向が見られないわけではなし iO 1881 (明治14)年の雑誌『信濃教育』第22号には，白井毅とい
う会員の「夏季休業前後ノ授業時間ヲ以テ該休業ヲ填メルノ法Jという記事があり，夏季の長期
休業が生徒にとって害多く，利少ないこと，また，夏季休業前後の授業能率のよくないことから，
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各学科教授l時間を30分として例えば‘7月2日より 9月29lヨまで呂i濯臼を除いて突き通すことを提
案している。
しかし， こうした長期休業を教育的な観点から見直そうとする意識が広く認められるようにな
るのは明治後半期においてである。 1890(明治23)年の『信濃教育』第41号には，やはり会員か
らの「小学校授業日数及皆勤生調」という記事があり，夏季休業中の生徒が無駄に時間を過ごし
街生Lもよくないことを指摘し夏季休業と土曜半日休を廃止することを提案し，さらに， 下伊
那郡千代尋常小学校では夏季休業を全廃ししかも農事休業に繰り替えておらず，父兄が教員の好
に感じ協力していることを述べている。
そして，明治30年代以降になると，長期休業によって学校から離れた児童を学習及び衛生とい
う2つの面でいかに指導するかが課題とされ，様々な取り組みが行われるようになる。例えば，
上水内部吉田村吉田尋常小学校の1902(明治35)年の「生徒心得のあらまし」では， I毎朝涼し
き内は，諸学科を復習すべし」の他， I運動遊技は外にて行ひ，炎天ならば， 日かげ、をえらぶべ
しjから「ぬれたる衣服，又は汗じみたる衣J&は早く脱ぎかふべし」まで，衛生に関する項目を
13掲げている(吉田小学校:1975: 154-6)。また同校の1906(明治39)年の「農事休業ノ心得
大要」は次の 9項目を蝿げている(向:127)。
l 養蚕及耕作ノ手伝ヲ充分ナスベシ
2 幼児ノアル家ニテハ子守ヲナスベシ
3 農家ニアラザル家ノ子弟ハ休業中復習ヲ怠ルベカラズ
4 休業Li1作業セシ事柄ニテ不解ノコトアラバ記帳シ登校ノ際教師ニ正スベシ
5 金銭等ヲ得タルハ可成貯金トスベシ乱費スベカラズ
6 fl妥アラバ他家ノ手伝ニモ行クベシ(桑採リ子守等)
7 食事ニ注意シ疾病ニ陥ル事アル可カラズ
8 悪行ヲナシ悪口等ヲナスベカラズ
9 m1:mニ乱入シ作物ナドヲ害フ可カラズ
このような心得等の類は決して特殊なものではなく，多くの学校で見られるものであるO さら
に， 1908 (明治41)年に教員尾崎元連が『信濃教育』第263号に投稿している「農事休業の中課
題」では，長期休業中の生徒の扱いが近年問題となっていること，社会の悪習に感染し，学校生
活から速さかるのを防くために様々な努力がなされていることを指摘し農事休業中の課題につ
いて自分の実践を報告している。そこでは「その労働の問に農事 i二の知識を収得させ，農事上の
@I床を興さしめねば、ならぬjこと，また「凡そ教授の材料は，成るべく手近な鹿によりて，応用
すべき」ことから，ザIJえば尋常 2年以上には「大麦の穂一本には幾粒あるか」という課題を出し
たとしている。
一方， Iヨ曜休の制度化によって成立した過のサイクルについても，明治の終わり頃になると時
間割の形式的な枠というのにとどまらず，教育上それを効果的に利用する工夫が行われるように
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なる。例えば， 1909 (明治42)年に長野県学務課(1909: 85-87)が編纂した f長野県教育事蹟
一斑JlriJの「東筑摩郡新尋常高等小学校の教授時間割に関する調査jには，I他の学級に関係な
く其学級に於て時商事jを定むるj際の注意事項(全8項目)として，次のように記している(こ
の他問書には， I下高井中野尋常小学校の曜日調査方法jという記事もあり，年間の曜日毎ーの純
授業日数を求める方法を記している)。
1 一週の中最も諜業に堪え得る日は火曜日なる事
故に此iヨに於て尤も能力を要する学科を配当しまた必要あらば此Elに於て最も時間数を多くす
ること
《一週の中最も課業に堪え得る日は月曜日なりとする説あるも吾人の実験は然にあらず蓋し月
曜日は休息若しくは労働と不規律の生活とに慣れたる翌日なるを以てならん〉
2 一週の中尤も疲労を来せる日は木曜日頃なり(略)
3 土曜日の午後は放課とする事
8 修身科は月曜と土曜との第一時に配当するを可とす
もちろん，週のサイクノレは週 l回あるいは 2回程度の定例の職員会や授業の週案・週録など学
校管理上のサイクルとしても定着してくるo 1907 (明治40)年に改正された吉田尋常小学校の校
則では，毎週土曜日終業後職員会を開くほか毎週 1回研究会を持つこと，教授案は毎週教授済み
と朱書して教授週録とすることなどが定められている(吉田小学校:1975 : 159-62)。
4. 考察とまとめ
さて，以上で見てきた長野県における日曜休と長期休業の制度化，定着の歴史的過程から，そ
れを次のような 4つの局面から捉えることができると考えられる。
第一は， これらの休業日の制度的枠の形成と確定の局面であるo 1・6の日休と日曜休の間の
揺れ動きはそれを端的に示しているO しかもそのプロセスで官立学校における外国人教師の問題
ばかりでなく，教育の効果(1・6の日休では教育上欠失が生じること)という理由が示された
ことは，休業日が教育的効率性の観点から捉えられていたことを示している O
長期休業については地方や学校での現実が先行し， この局面を明確に捉えることは比較的難し
いが， I小学校教員IJ綱領Jで f夏季冬季休業jという言葉をだしながら第l次及び第 2次の教育
令ではそれぞれ「凡八週間J，I九十日ヲ越エサノレj という規定となり，第3次小学校令の施行規
則において明確な区分が行われたことはその歴史的局面を示すものといえよう。
第二は， こうして形成された枠が学校に定着する局面である。この局面は政策的に導入される
休業日の制度と民衆の生活・習俗あるいは就学意欲が葛藤，妥協を見せる局面でもある。そこで
は先にも見たように民衆の生活・習俗のリズムが政策的に否定され，就学が強調されるとともに，
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成立過程の近代学校とそこにおける教員のアンビパレントな性格が現われている O
第三は，休業日とされた時間をより教育部]な時間とする努力が払われる局面であるが，それは
さらに 2つの小局i1nに区分できる。第一は，休業日そのものを削りあるいは廃止して教育化しよ
うとする局面であり，第二は#i1J/支化された休業日を前提にそこにおける子どもの生活をより教育
的， fキji主的なものとしようとする局面である。後者については，明治20年代頃から{擁立してくる
「学校福生学」的観点からの休業日の把握がもたらした意味が大きいと考えられる。三島通良
(1893)，坪升二次郎(1899)，牧I1J健吉(1901)などの「学校衛生学」に関する著作は，教育上，
衛生上の効果というIluから休業が重要であることを説き，例えば三島は幼年の児童には週 1日の
休業では不ト分であること，夏季休業は60日が適当であることなどを指摘し，小学校の休業は
「多く旦つ長からさる可からすJ(278-80) と主張している。
第四の局面は， flj]度化された休業日によって形成される時間のサイクルを学校の教育活動，管
理j活動において効果的に利用しようとする局面である。先に見たilのサイクノレのより効果的な利
用はその端的なザ1]であるが，長期休業についても学年制の成立を背景として，学期が成立する基
盤となった。 (7)
さて， このような局面によって構成される歴史的プロセスによって，我が国の近代学校はそれ
自身の歴史的・文化的コンテクストを形成するとともに，それが位置づく社会の歴史的・文化的
コンテクストを作り変えていった。それは学校における当事者である教員や子どもの意識を規定
していくとともに，民衆の意識をも変えていったはずである。本論文ではその部分には触れるこ
とができなかった。今後の課題としたい。
J王
( 1 )寺子屋教育のl時間構造が民衆の生活・習俗リズムとの調和の上にあり，弾力的で，自主的，個別的性
格を持っていたとするなら，その一つの大きな基盤が教育内容の量あるいは性格にあることは重要であ
るように思われる。その基盤を欠いたままで時間構造のみをゆとりあるものにしようとする試みの限界
を示すからである。
( 2 )我が国の近代学校における時間構造を一先ず「近代的・国家的時間」と捉える。それは明治期に形成
された学校時II~J構造が西洋近代の時間の仕組みの導入であること，それが閤家によって上から導入され
たこと，それと平行して国家祝祭日など国家主義的なl時間の仕組みの導入が図られたことによる(水本
1990 参照)。
( 3 )飯島村に明治7年に開校した不思学校の設立伺に，開智学校の校WJがそのまま載せられているもので
ある。
( 4) I小学校教員IJ大綱Jについての文部省の説明においては， I教授週録」の重要性が強調されている
(教育史編纂会:1938-39: 3 : 103-6 )。
( 5) I員外生」とは学齢以外の者で小学校入学を許された者である。
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( 6 )例えば更級郡今井村北原学校に明治30年に入学した島田半次郎は， r農作業が忙しくなると，休む子
が多くなった。仕事が忙しくて学校を 1週間休むと，次に学校に行っても机がなくなっていた」と回想
している(昭和小学校 1977 : 231)。
( 7 )文部省が公立小学校での半年進級制を i年進級;IJとしたのは1885(明治18)年であり，長野県は翌年
の小学校焼却jで学年を4月 1El から 3 月 31 日，入学を~ Fi 1 Elとした。 1892(明治25)年には学年末休
業3Elを設け， 1901 (明治3~) 年にそれを 6 E:J liJとするとともに，学校長が i学年を 3学JOlに分かつこ
ととした。
* 本論文は，平成4年度文部省科学研究費補助金(奨励研究凶課題番号04710125)の交付を受けて行われ
た研究成果の一部である O
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